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サントリーグループのサステナビリティ

サントリーが考えるサステナビリティ経営

私たちは「人と自然と響きあう」社会を目指しています。

それは「人々の生活文化を潤い豊かにすること」と「自然環境を保全すること」が矛盾せずに

幸福な相互関係で結ばれてこそ、永く持続していく社会づくりに貢献すること、それがサントリー

グループの使命です。

サントリーグループでは、さまざまな社会貢献活動に力を注いでいます。

こうした社会貢献を大切にする私たちの価値観の源は、創業以来脈々と受け継がれている

「利益三分主義」にあります。

これはとても信心深かった創業者 鳥井信治郎が唱えた経営哲学で、事業で得た利益は「事業

への再投資」にとどまらず、「お得意先・お取引先へのサービス」や「社会への貢献」にも

役立てていこうという信念を言葉にしたもの。

かつて近江商人が「売り手良し、買い手良し、世間良し」という「三方良し」の思想を基本と

していたように、鳥井信治郎も常に社会へ貢献したいと考えていたのです。

こうした創業の精神は、現在もサントリーの中でずっと大切に受け継がれ、

サントリー美術館やサントリーホールの芸術・文化への取り組み、

あるいは社会福祉法人邦寿会への支援といった社会貢献活動に生かされています。

その中でも、「水と生きる SUNTORY」として、とりわけ積極的に取り組んでいるのが、水のサステナビリティ（持続可能性）に貢献す

る環境活動。

「水」はサントリーグループにとって最も重要な経営資源であり、かつ、地球にとって貴重な共有資源です。

だからこそ、私たちは商品の源泉である自然の恵みに感謝し、

恵みを生み出す自然の生態系が健全に循環するように、

「天然水の森」活動や「水育」、「愛鳥活動」といったさまざまな取り組みを続けています。

「水と生きる」企業として、水を育む森を守り、

あらゆる生き物の渇きを癒す水のように社会に潤いを与える企業でありたい──。

その願いは、永く持続していく社会の実現を目指す創業者の想いと同じなのです。

「人と自然と響きあう」を実現するために利益三分主義を掲げて、社会に貢献

「水と生きる SUNTORY」だからこそ、できること



005

サントリーグループの理念

「水と生きる」は、企業理念に基づく私たちの思いを広く社会と共有するための言葉です。地球にとって貴重な水を守り、水を育む環境

を守るとともに、社会に潤いを与え続ける企業を目指し、新たな価値の創造に挑戦しています。

『人と自然と響きあう』

わたしたちの使命

わたしたちは常にお客様を見つめ、お客様の求めるものに応えます。商品やサービスを通じてお客様の生活文化を潤い豊かなも

のにしていきます。そして、商品の源泉である自然の恵みに感謝し、恵みを生み出す自然の生態系が健全に循環するように力を尽

くします。人々の生活文化を潤い豊かにすることと、自然環境を保全することが互いに矛盾せず、幸福な相互関係で結ばれ、永

く持続していく社会づくりに貢献すること、それがサントリーグループの使命です。
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サントリーグループの歴史をつくってきたのは、常に果敢なチャレンジ精神でした。誰もやらなかったことに挑む。常識を疑い視

点を変え、考えぬいて、ひたむきに行動する。失敗や反対を恐れず、ひたすら挑戦しつづける。新しい市場創造も、新たな価値

提供も、そんな情熱から生まれました。『やってみなはれ』は、現在も未来も、わたしたちの事業の原動力となる価値観です。

わたしたちの事業は、お得意先やお取引先、そしてこの社会のおかげで成り立っています。だから、事業で得た利益は、「事業へ

の再投資」にとどまらず、「お得意先・お取引先へのサービス」や「社会への貢献」にも役立てていこう。そんな思いを言葉にし

たのが『利益三分主義』です。「おかげさまで」の心で、事業の成功をステークホルダーや社会全体と分け合い、互いに発展・成

長していける関係づくりに全力を注ぐこと。これもまた、サントリーグループ不変の価値観です。

サントリーグループがユニークな価値をお届けすることで、お客様から選ばれ、愛され続けるために、従業員一人一人が日々実践

してゆく「サントリーらしい」行動のあり方を定めています。

サントリーグループが社会に対して責任を果たし、信頼をいただくために、大切にしなければならない基本姿勢を定めています。

『やってみなはれ』

『利益三分主義』

わたしたちの価値観

サントリーグループWay

サントリーグループ企業倫理綱領

わたしたちは、この社会のために“Growing”＝成長しつづけます。成長しつづけることで、よりよい社会づくりに貢献する力も、

自然環境を守る力も大きくしていきます。そのためには革新的な取組みに情熱を注ぎ、新たなチャレンジをつづけなければなりま

せん。挑戦の先にあるのは、いまよりももっと誠実で、信頼される企業。そんな“Good”な企業に向かって成長しつづけること。

これがサントリーグループの志です。社員一人ひとりもまた、仕事への情熱と挑戦意欲を忘れず、“Good”＝誠実で信頼される

人間として、成長しつづけなければなりません。

『Growing for Good』

わたしたちの志
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「水と生きる」は、わたしたちサントリーグループがお客様はもちろんのこと、地域社会や自然環境と交わす約束の言葉です。

お客様に水と自然の恵みをお届けする企業として、貴重な共有資源である水を守り、水を育む自然環境を次世代につないでいく。

水があらゆる生命の渇きを癒し、潤いを与えるように、お客様や社会にとって価値ある商品やサービスを通じて、人々の豊かな生

活文化の創造に貢献していく。

すべての社員が水のように柔軟に常に新しいテーマに挑戦し、新たな価値を創造する企業であり続ける。

これら3つの約束を果たすために、わたしたちは日々の行動を積み重ねていきます。

自然への思い　～水とともに生きる～

社会への思い　～社会にとっての水となる～

わたしたち自身への思い　～水のように自在に力強く～

ステークホルダーとの関わり
サントリーグループの事業活動は、多様なステークホルダーとの関わりの中で進められています。持続可能な社会の実現に貢献する企

業であり続けるために、私たちはステークホルダーへの責任を明らかにするとともに、さまざまなコミュニケーションを実施。いただい

たご意見や社会のニーズを企業活動に反映し、高い信頼関係や協働関係を継続的に築いていくことを目指しています。

ステークホルダーとのコミュニケーションの機会
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サステナビリティ4つの取り組み

■（1）お客様・お取引先と響きあう／商品・サービス

最高品質の商品・サービスでお客様に感動をお届けするために

お客様の声を広く企業活動に反映させるとともに、サントリー品質方針「All for the Quality」のもと、バリューチェーン全体で品

質の維持・向上に取り組んでいます。また、サステナブル調達やアルコール関連問題にも積極的に取り組んでいます。

■（2）自然と響きあう／環境

限りある水や資源を、次の世代に引き継ぐために

持続可能な豊かな地球環境を次世代に引き継ぐべく、「環境ビジョン2050」を定め、「自然環境の保全・再生」「環境負荷低減」の2つ

の軸で、グループ全体での環境経営を推進していきます。

■（3）社会と響きあう／文化・社会貢献

地域に根ざした活動で、明るい未来を築くために

創業の精神「利益三分主義」に基づき、「芸術・文化」「スポーツ」「社会福祉」の分野を中心に、「次世代育成」「被災地支援」「地域貢献」

など、時代を見つめた文化・社会貢献活動に継続的に取り組んでいます。

■（4）従業員と響きあう／ダイバーシティ経営

世界へと夢を広げる、多彩な人材を育てるために

「ダイバーシティ経営」を人事の基本方針とし、新たな価値創造に挑戦する「人材育成」と従業員一人ひとりが最大限に力を発揮する、

創造性あふれる「職場環境づくり」を目指しています。

サステナビリティの考え方をベースに、よりサントリーグループらしい社会的責任を果たしていくため、2011年からISO26000を活用し

たCSR活動を推進しています。CSR活動の現状把握と課題抽出・認識の共有を行い、7つの中核主題ごとにステークホルダー・エンゲー

ジメントを実施しました。

この結果をもとに、グローバルな社会課題や事業課題の中から、ステークホルダーからの期待・関心度が高く、また、サントリーグルー

プにとって重要度が特に高い課題を抽出した上で、企業理念「人と自然と響きあう」の実現に向けて、これらの課題の整理を行い、4つ

の取り組みにまとめました。今後も私たちサントリーグループは企業理念に基づく活動の実践を通じて、社会的な責任を果たすとともに、

持続可能な社会の実現を図りながらグローバルに成長する、「Growing for Good」な企業を目指して革新と挑戦を続けてまいります。
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国連グローバル・コンパクトに署名
サントリーグループは世界人権宣言や国連のビジネスと人権に関する指導原則など国際規範を支持するとともに、国連が提唱する「人

権・労働・環境」についての普遍的な原則を提唱する「国連グローバル・コンパクト」（以下10原則）に署名しています。

1.企業は、国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重すべきである

2.企業は、自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである

3.企業は、結社の自由と団体交渉の実効的な承認を支持すべきである

4.企業は、あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持すべきである

5.企業は、児童労働の実効的な廃止を支持すべきである

6.企業は、雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである

7.企業は、環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持すべきである

8.企業は、環境に関するより大きな責任を率先して引き受けるべきである

9.企業は、環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである

10.企業は、強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである

2017年には、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンのヒューマンライツデューデリジェンス分科会に参加し、労働慣行に関

する国際的な動向について知見を深めました。今後もグローバルでサステナブルな事業を推進していく上で、国際的な規範を遵守し、

社会的責任を果たしていくことが、サントリーグループの使命であると考えています。

The CEO Water Mandateに署名
サントリーグループは、水の持続可能性に関して企業の発展・実践・情報開示を支援する「国連グローバル・コンパクト」のイニシアチ

ブであり、水資源問題のグローバルプラットフォームである「The CEO Water Mandate」に署名しています。
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サントリーが考えるサステナビリティ経営

ISO26000を活用したCSR活動のステップアップ

CSRの考え方をベースに、よりサントリーグループらしい社会的責任を果たしていくため、2011年からISO26000を活用したCSR活動

を推進しています。CSR活動の現状把握と課題抽出・認識の共有を行い、7つの中核主題ごとにステークホルダー・エンゲージメントを

実施しました。

この結果をもとに、グローバルな社会課題や事業課題の中から、ステークホルダーからの期待・関心度が高く、また、サントリーグルー

プにとっての重要度も高い項目を特に注力すべきCSR重点課題として2013年に特定し、策定した行動計画に基づいてグループ全体で活

動を推進しています。

CSR活動の現状把握
■CSR全体会議を開催

■ISO26000のセルフチェックシートを用いてCSR活動の棚卸しを実施

サントリーホールディングス（株）CSR推進部を中心に、CSR関連の主要部署※から代表者約

40名が集まり、ISO26000についての理解を深めるとともに、今後のステークホルダー・エンゲー

ジメントのプロセスを確認・共有しました。

※サントリーホールディングス（株）CSR推進部、品質戦略部、総務部、法務部、コンプライアンス室、人事部、
エコ戦略部、サントリービジネスエキスパート（株）SCM本部、お客様リレーション本部

ISO26000の中核主題ごとに設定されている「関連する期待および行動」の約250項目につい

て、関連部署がセルフチェックシートを用いて対応状況を評価し、サントリーグループの課題

を洗い出しました。

CSR活動推進のプロセス

CSR全体会議の様子

ISO26000のセルフチェックシート
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サントリーグループの課題の認識と共有
■中核主題ごとに関連部署が集まり重要課題を議論

7つの中核主題ごと※に関連する部署が集まり、今後サントリーグループが優先的に取り組む

べき重要課題を議論しました。

※人権と労働慣行については、相互に関連性が高いことから2つのテーマを同時に議論しています

有識者と重要課題を確認
■中核主題ごとに社外有識者と第1回意見交換会を開催

社内で議論した中核主題ごとの重要課題について、2012年3-4月に社外有識者と意見交換会を実施し、確認しました。

継続的に意見交換会を実施していくことで、さらなるステップアップにつなげていきます。

人権・労働慣行をテーマにした議論の様子

重点課題の特定
ステークホルダーからの期待・関心度と、サントリーグループにとっての重要度から、優先的に取り組む6つのCSR重点課題を特定しま

した。

6つのCSR重点課題

■①お客様第一に安全・安心で健康に貢献する高品質な商品・サービスの提供

サントリーグループは事業領域の拡大とグローバル化が加速する中、“安全・安心で健康に貢献する高品質な商品・サービスを提供する

責任”が一層重みを増しています。

サントリーグループは、品質方針「All for the Quality」のもと、「サントリーグループ品質保証規定」を設けて、商品・サービスの

企画・開発から水や農産物、包材などの原材料調達、製造、流通、販売・サービスに至るすべてのプロセスで品質の維持・向上に

取り組んでいます。さらに、常にお客様視点での品質保証を心掛け、「飲用時・飲食時品質※の向上」をキーワードにVOC（Voice of 

Customer：お客様の声を経営施策に反映する活動）に積極的に取り組んでいます。

これからもサントリーグループは、品質方針をグループ全体に浸透させ、グローバルで一体化した品質保証を実現するとともにし、これ

からも世界各地のお客様との対話しをもとに、高品質な商品・サービスの提供を通じて、お客様に新しい感動や喜びを提供していきます。
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■②「水のサステナビリティ」の追求と環境負荷低減による自然との共生の実現

サントリーグループの事業の多くは、水や農作物など、かけがえのない自然の恵みによって支えられています。「人と自然と響きあう」と

いう企業理念のもと、環境経営を推進し、持続可能な豊かな地球環境を次世代に引き継ぐことは、私たちの大切な責務です。「水と生きる」

企業として、「水のサステナビリティ」実現のために、水を育む森を守り、水を大切に使い、きれいにして還す活動を推進しています。

また、工場での省エネ・節水、容器包装の軽量化、自動販売機の省エネルギー化などを通して、環境負荷を低減するさまざまな活動

を続けています。

サントリーグループの環境経営に、より明確な方向性を与えるため、2014年1月に「環境ビジョン2050」を策定し、「2020年目標」を

掲げました。「自然環境の保全・再生」「環境負荷低減」の2つの軸で、グループ全体で環境経営を推進していきます。

■③「利益三分主義」に基づく生活文化の豊かな発展と次世代育成への貢献

サントリーグループは、事業で得た利益は「事業への再投資」や「お得意先・お取引先へのサービス」として活用するだけでなく、「社

会への貢献」にも役立てたいという創業者・鳥井信治郎の「利益三分主義」の精神を、世代を超えて受け継いでいます。

創業以来、その時々の社会課題をふまえながら、社会福祉・教育・災害支援などの地域貢献から、芸術・学術・地域文化の振興、

スポーツ支援、次世代育成などに至るまで、多様な文化・社会貢献活動に取り組んできました。

そして、事業活動のグローバル化が進展する中、持続的な成長を目指すためには、お客様・お取引先・従業員をはじめとする世界中の

ステークホルダーとの共生を図っていくことがますます重要になっています。サントリーグループは、世界各地のグループ会社との連携

をさらに深め、「文化・スポーツ」「次世代育成」「社会福祉」の分野を中心に、各国・各地域の実情に沿った活動を推進し、生活文化

の豊かな発展と次世代育成に貢献していきます。

■④「やってみなはれ」を発揮できる人材育成とダイバーシティ推進

サントリーグループは、「やってみなはれ」に象徴される“チャレンジ精神”をもとに酒類や清涼飲料にとどまらず、健康食品・外食・

花などさまざまな事業分野を開拓しながらグローバルな事業展開を加速しています。人材の多様性を推進し、多様な価値観や発想を取

り入れ、活かすことにより、より大きな価値を創出する「ダイバーシティ経営」を人事の基本方針としています。

現在のサントリーグループにとって最も重要な課題は、新たな価値創造に挑戦する「人材育成」と従業員一人ひとりが最大限に力を発

揮する、創造性あふれる「職場環境づくり」です。

上司と従業員の定期的な対話を通じて、個々人の果たすべき役割・目標を設定するとともに、個々の成長につなげています。

また、失敗をおそれず、より高い目標にチャレンジする人材を評価するしくみも構築しています。

■⑤サプライチェーンを通じたCSR活動の推進

お客様に高品質な商品やサービスを安定的にお届けするためには、ビジネスパートナーとの連携が必要です。また、コンプライアンスや

人権・環境などに対する企業への要請が世界的に高まってきており、グループ会社だけでなく、サプライチェーン全体でのCSR活動の

推進が求められています。

サントリーグループでは、事業を通じた持続可能な社会の実現に貢献するため、ビジネスパートナーとの公正・公平な取引を徹底する

とともに、サプライチェーン全体において期待される社会的責任を果たしていくことが重要だと考えています。そのために、法令遵守、

人権・労働基準、品質、環境、情報セキュリティ、社会との共生の6項目を柱とした「サントリーグループCSR調達基本方針」を制定し、

CSR調達の取り組みを推進しています。

■⑥酒類を扱う企業として責任あるマーケティングと適正飲酒の普及と啓発

古来から世界のさまざまな地域の気候や風土に根ざしてつくられてきたお酒は、日々の暮らしに喜びや潤いをもたらすとともに、人生の

節目である祝事・慶事などでも大きな役割を果たしています。

しかしその一方で、アルコール飲料の不適切な飲用は、未成年者飲酒、飲酒運転、アルコール依存症など、社会の中でさまざまな問

題を生み出していることも事実です。サントリーグループは、グローバルに事業を展開する総合酒類食品企業として、これらの課題の

解決に積極的に取り組んでいく責任があります。

適正飲酒に関する「基本理念」「行動指針」を策定し、専門組織を設けて社内外への適正飲酒の啓発、販売・宣伝活動の社内チェック、

研究機関への参加・協力・支援を継続しているほか、業界やWHO（世界保健機関）と協働して、国内外でさまざまな取り組みに参画

しています。

サステナビリティ行動計画の策定・実行
6つのCSR重点課題のそれぞれのテーマに基づく中期目標とアクションプランを策定し、グループ全体で活動を推進しています。
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重点項目 中期目標 2019年度の実績 2020年度アクションプラン 評価

お客様視点
に基づく品
質保証

お客様からのより一層の信
頼向上

・お客様の声から品質課題を抽出
し、品質改善につなげた。

・フードバンク活動を継続した。

・食品安全を推進するGFSI活動に参
画した。

・品質保証勉強会を計画的に実施
した。

・お客様やお客様対応者への品質保
証に関する取組みや情報を啓発す
る品質サポートツールの見直しと、
さらに活用頻度の高い情報のサ
ポートツールを新たに作成した。

・お客様の声をさらにスピーディーに
解析して品質課題を抽出し、速や
かに品質改善につなげていく。

・フードバンク活動を継続する。

・食品安全を推進するGFSI活動への
参画を継続する。

・引き続きお客様対応者の対応スキ
ルの維持・向上を図るべく、社会
の要望に応える品質情報の充実・
啓発に取り組む。

●●●

グループ全体の品質保証体
制強化とシナジー発揮

・「安全・安心の総点検活動」 をグ
ループ全体で推進した。

・海外のグループ会社で、Suntory 
MONOZUKURI Values (SMV) へ
の理解が深まるようダイレクト・コ
ミュニケーションを行なった。

・海外のグループ会社で、「 SMVに
基づいた活動」を展開した。

・海外のグループ会社に、グループ品
質マネジメントシステムと品質スタン
ダードに則った活動を展開した。

・グローバルな法規情報・リスク情
報を海外グループ会社とタイムリー
に共有した。

・国内外のグループ会社に対して品質
課題解決のための技術支援を実施。

・用水および生物学的安全性品質ス
タンダードの定着化を図った。

・ 「安全・安心の総点検活動」 をグルー
プ全体で継続して推進していく。

・海外のグループ会社で、Suntory 
MONOZUKURI Values (SMV) 
の理解とＳＭＶに基づいた活動が
さらに推進されるようダイレクト・
コミュニケーションを行なう。

・海外のグループ会社に、グループ
品質マネジメントシステムと品質ス
タンダードに則った活動を引き続き
展開する。

・グローバルな法規情報・リスク情
報を海外グループ会社とタイムリー
に共有し、早期対応できるしくみ
をさらに強化していく。

・各社の状況に応じた技術支援施策
を講じ、グループ全体の品質リス
ク低減の活動を推進する。

●●

お客様との
コミュニケ 
ーション

お客様の声をこれまで以上
に広く深く聞くことによる
お客様との関係性の深化

・電話対応ならびにメール応対の外
部診断の実施と改善活動PDCA
強化

・対応スタッフの応対品質向上のた
めの教育研修の実施

・営業拠点を中心に「お客様対応推
進リーダー」の活動

・お客様センターの応対品質向上に
向けた継続的活動強化

・外部診断等の客観的な応対品質評
価とその結果によるPDCA活動の
推進

・対応スタッフの応対品質向上のた
めの教育研修や勉強会の実施

・お客様センター HPを通じた情報
提供の拡充

●●●

■お客様第一に安全・安心で健康に貢献する高品質な商品・サービスの提供

お客様・お取引先と響きあう 商品・サービス

目標達成： ●●●　目標達成70％以上： ●●　目標達成70％未満： ●

サステナビリティへの取り組み

サステナビリティ行動計画
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■サプライチェーンを通じたサステナビリティ活動の推進

重点項目 中期目標 2019年度の実績 2020年度アクションプラン 評価

原材料調達・
物 流におけ
るサステ ナ
ビ リティ活
動の推進

・アンケート、オーディット
等を通じて、取引先の選
定、改善を継続し、サス
テナブルな調達の実現を
目指し、ＰＤＣＡがまわっ
ている。

・物流における安全性向上

・主要取引先を選定し、サステナビ
リティアンケートを実施した。

　取引先説明会で回答方法の説明を
実施し、回答方法のばらつき低減
を図った。

・Sedexへの加盟

・物流協力会社と連携した「安全推
進委員会」を通じた安全性推進の
しくみ強化

・取引先のサステナブル活動の把握
手段を従来のサステナビリティア
ンケートからSedexの情報プラッ
トホームへの切り替えを推進する。

（Sedex非加盟の取引先には従来の
アンケートを実施）

・Sedexアセスメントツールによるリ
スクアセスメントを実施

・物流における安全性推進の継続・
強化

●●●

■酒類を扱う企業として責任あるマーケティングと適正飲酒の普及と啓発

重点項目 中期目標 2019年度の実績 2020年度アクションプラン 評価

適正飲酒の
普及・ 啓発

消費者に対する適正飲酒の
普及・啓発

・イッキ飲み防止キャンペーンや
STOP!未成年飲酒キャンペーン等
の実施

・社員によるドリンクスマートアンバ
サダー制度の立ち上げ

・社員向けアルコール体質チェック
の実施の継続

・企業や大学での「お酒との正しい付
き合い方出張セミナー」展開強化

・多量飲酒者への減酒外来の紹介

・社員によるドリンスクマートアンバ
サダー制度の活動強化

●●●

積極的な働
きかけによ
る酒類業界
全体の取り
組み向上

業 界をリードしてWHOの
アルコール世界戦略に対す
る業界コミットメントを実行

・業界および社内自主基準遵守の徹
底

・デジタルメディアへの注意表示等の
対応強化

・未成年の定義変更による対応実施

・「アルコール健康障害対策推進基
本計画」の見直しに向けた業界と
しての対応

・業界・社内の自主基準強化

●●●

お客 様の声
を企業活動
へ反映

お客様の声を商品・サービス
に活かすしくみの拡充と国内
外全グループへの浸透

・商品化各プロセスにおけるお客様
視点での事前評価活動の実施

・お客様の声を経営や商品化へ活か
すVOC活動の拡充（商品開発関連
部門との定期的なVOC会議の実施
や営業部門との連携強化）

・従業員一人ひとりが、お客様への
理解を深め、お客様志向を醸成す
る啓発活動を実施

・VOC活動をバリューチェーン全体
により広く反映

・お客様の声を活かした商品・サー
ビスの改善

・従業員一人ひとりが、お客様への
理解を深め、お客様志向を醸成す
る啓発活動をサントリーグループ
に広く実施

●●●
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重点項目 中期目標 2019年度の実績 2020年度アクションプラン 評価

自然環境の
保全・再生

生物多様性の象徴である野
鳥の保護活動をグローバル
に展開

「猛禽類」を中心とした｢天然水の森｣
での鳥類調査は､16箇所で実施し､猛
禽類の繁殖環境・営巣環境に配慮し
た整備についても重点的森林に於いて
実施中。

生態系ピラミッドの頂点である「猛禽類」
を中心に｢天然水の森｣での鳥類調査を
引き続き実施しつつ､狩猟・営巣環境に
配慮した総合的な森林整備を推進して
いく。「サントリー世界愛鳥基金」につ
いては､各種団体への助成を通じた日本
国内外の野鳥保護活動への支援も継続
的に進めていく。

●●

国内すべての「天然水の森」
においてワシ・タカ類の営巣・
子育てを実現

海外における野鳥保護活動
の支援

・「サントリー世界愛鳥基金」におい
ては､助成を通じた日本国内外の野
鳥保護活動への支援。

・「愛鳥活動」サイトの更新による情
報発信の拡充。

「天然水の森」の面積を、国
内の自社工場で使用する地
下水量を育む面積の2倍に
拡大（12,000ha）

｢天然水の森｣では中長期ビジョンに基
づき､間伐と搬出・作業道及び歩道開
設・植生保護柵設置・土壌流失防止工・
地域性苗木の育成と植樹等のさまざ
まな施業に加えて､林業技術者研修、
山林の台風被害からの復旧にも取り
組んだ。｢育林材※1」の活用について
は､社内外で数多くの事例を展開しつ
つ､今後の展開についての強化集約の
体制を確立しつつある。｢天然水の森｣
協定面積の拡大については、2020年
目標である中期目標を1年前倒しで達
成した。

｢天然水の森｣ではより涵養力の高い、
生物多様性豊かな森を目指す。
具体的には、引き続き､間伐と搬出・
作業道及び歩道開設・植生保護柵設
置・土壌流失防止工・地域性苗木の育
成と植樹等の施業に加えて､山地災害
により強い森林育成に努める。｢育林
材※1」については､今後の活用をさらに
推進する。

●●

水の大切さの啓発と価値の
共有

「水育(みずいく)」活動内容の充実、水
や水を育む自然の大切さの啓発と価値
の発信を強化

17年目を迎える「水育」活動内容充実、
水や水を育む自然の大切さの啓蒙と価
値の発信を強化

●●

・水育「森と水の学校」計58回、
　1,845名参加
・水育「出張授業」計207校、

16,555名参加

・水育「森と水の学校」計57回、
　1,930名参加

・水育「出張授業」計210校、
16,700名参加

・ベトナム「水育」出張授業に約6,200
名参加

・インドネシア「水育」出張授業に約
3,900名参加

・タイの「水育」自然体験プログラム
に約500名参加

・ベトナム水育をドンナイ省へ拡大

・インドネシア水育をジャカルタに拡大

・タイ水育 参加人数計画2,750名

環境負荷低減

サントリー グ ル ープ ※2の
自社 工 場での水 原単位を
15％削減※3

自社工場での水使用のさらなる削減
（原単位：15年比14.2％削減）

製造設備・容器の洗浄や冷却に使用
する水の削減

●●●

サントリーグループ※2

バリュー チェーン 全 体 の
CO2排出を20％削減※4

バリューチェーン全体でのCO2排出量
のさらなる削減

容器の軽量化、再生資源の活用、工
場の省エネ、国内最小電力量の自動
販売機の積極導入など

●

※1 健全な森を育てるための整備で出てくる木材のことをサントリーでは「育林材」と呼んでいる

※2 サントリーグループ売上高（2015年）の95％以上を占める事業会社群（海外を含む）

※3 2015年における事業領域を前提とした原単位での削減

※4 2015年における事業領域を前提とした総量での削減

自然と響きあう 環境

目標達成： ●●●　目標達成70％以上： ●●　目標達成70％未満： ●
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重点項目 中期目標 2019年度の実績 2020年度アクションプラン 評価

幅広い文化・
社会・学術
貢献

財団活動支援を通した貢献
活動

・公益財団法人サントリー芸術財団、
サントリー文化財団の活動支援を
通じた文化・社会・学術貢献推進

・公益財団法人サントリー芸術財団、
サントリー文化財団の活動支援を
通じた文化・社会・学術貢献推進

●●●

地域貢献
自治体・NPOなどと連携し
た東北・熊本復興支援活動
強化

・「東北サンさんプロジェクト」、「水
の国くまもと応援プロジェクト」に
おける文化・芸術・スポーツ活動に
よる支援活動推進の実施

・「サントリー熊本地下水みらいプ
ロジェクト」による被災した水源涵
養対策の実施

・台風15号、台風19号被災地への
義捐金拠出実施

・「東北サンさんプロジェクト」、「水
の国くまもと応援プロジェクト」に
おける文化・芸術・スポーツ活動に
よる支援活動推進

●●●

社会貢献活
動のグロー
バル展開

エリアにおける社会貢献活
動の推進

・「サントリー地域文化賞」による
地域文化顕彰による地域活動支援

・地域文化フォーラムの各地開催

・ベトナムにつづき、インドネシアと
タイへ次世代環境教育「水育」を
展開

・他エリアでの社会貢献活動の展開

・「サントリー地域文化賞」による
地域文化顕彰による地域活動支援

・アジア地域中心に世界で次世代環
境教育「水育」のエリア拡大

・他エリアでの社会貢献活動の展開

●●●

次世代育成
支援

文化・スポーツ活動を通じ
た次世代育成支援強化

・文化・スポーツ・地 域 貢 献 活動
を 通じた 次 世 代 育 成 支 援プ ロ
グラムへの参加者拡大（参加者
70,000名）

・チャレンジド・アスリートへの奨学
金制度実施

・文化・スポーツ活動を通じた次世
代育成支援プログラムへの参加者
拡大（参加者目標96,000名）

・チャレンジド・アスリートへの奨学
金制度実施

●●●

従業員の社
会貢献活動
参加支援

従業員が社会貢献活動に積
極的に参加できるような基
盤づくりと推進

・ボランティア情報サイト「ボラン
ティアーズ」の活用

・「ボランティア月間」年間2回実施

・従業員向けオリジナルボランティア
プログラム拡充

・年間参加1,300名（日本国内）

・年間参加5,700名（海外）

・ボランティア情報サイト「ボラン
ティアーズ」の活用

・「ボランティア月間」実施

・従業員向けオリジナルボランティア
プログラム拡充

・年間参加2,000名（日本国内）

・年間参加5,700名（海外）

●●●

社会と響きあう 文化・社会貢献

目標達成： ●●●　目標達成70％以上： ●●　目標達成70％未満： ●
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重点項目 中期目標 2019年度の実績 2020年度アクションプラン 評価

人権の尊重

人権尊重を第一とする組織
風土の醸成とグループ全体
での人権マネジメントのしく
み構築

・生産工場9拠点にて人権セミナー
を実施した。（マネジャー92名参加）

・工場課長研修も加え、新任役員
／新任マネジャー／新入社員など
の階層別人権研修を計画通り実施
した。

・近畿圏を中心に同和問題をテーマ
とした人権セミナーを実施予定。

（10事業所を予定）

・新任役員／新任マネジャー／工場
課長／新入社員の階層別人権研修
を継続実施する。

●●●

人材育成
人材育成システムのしくみ強
化と従業員の「やってみなは
れ」の促進

・理念共有の仕組みづくり
　グループ会社固有の経営課題寄り

添い、解決のため企画段階から共
同し、理念共有プログラムを実施
した。そこでの事例をグループ会
社が集まる会議で共有し各社で展
開いただく際の情報提供、新たな
ニーズ探索につなげた。

・「寺子屋」活動の活性化
　自ら学び・教えあう風 土を醸 成

するため、ターゲットを決めたイ
ベントを多数実施した結果、サイ
トアクセス者 数：7,271名（ 前 比
110）・参加者数：2,646名（前比
125%）・祭数：120（前比115%）

・階層別研修等での研修ウェビナー
化による効率化促進

・国内外グループ会社への理念共有
の仕組みづくりの継続。

・社内の学びプラットフォーム「寺子
屋」活動の活性化による「自ら学ぶ・
教えあう・つながる」風土醸成

●●●

ダイバーシ
ティの 推進

多様な価値観や発想を受け
入れ、活かすことにより、よ
り大きな価値を創出するダイ
バーシティ経営の実現

・ダイバーシティ＆インクルージョ
ンの一人ひとりの理解促進と実践
に向けて、全社 員を対 象とした
e-learningの実施や、マネジャー
を対象としたアンコンシャスバイア
ス研修を実施。

・知 的 障がい 者雇 用においては、
2019年さらに2名が入社し、16名
体制になり、グループ各社をまた
いだ100以上の依頼業務を担う。

　グループ全体の活動として、合同
面接会やグループ人事会議での情
報交換を通じて、雇用促進・職場
定着に向けた基盤作りを実現して
いる。

・グループグローバルの女性ネット
ワーク「ＳＨＩＮＥ」の立ち上げ、
若手女性社員を対象としたキャリ
ア研修を新規で導入。また、女性
リーダー幹事団による管理職層（主
に部長層）を対象としたダイバー
シティ＆インクルージョンの理解促
進に向けたセミナーを開催し、性
差のない公平な職場環境の実現に
向けた活動を実施した。（女性管
理 職 比 率：177名・10.4%（昨 対
比 +11名・＋0.4％））

・ダイバーシティ＆インクルージョン
の一人ひとりの理解・考動に向け
て、アンコンシャスバイアスをテー
マにした研修を継続して展開

・更なる多様 性の 推 進に向けて、
LGBT・シニア・グローバル・ジェ
ンダー・ハンディキャップといった
テーマごとに活動を組立て進める

●●●

ワークライ
フバランス
の推進

働き方の革新と一人ひとりが
能力を発揮できる職場づくり

・働き方改革推進リーダー制度を基
盤とした取り組みを進め、ナレッジ
展開の加速（ナレッジサイト投稿数・
アクセス数それぞれ前比：141%・
170%）、RPAの活用推進（年間9
万時間自動化）を実現した。

・働き方改革推進リーダー制度を基
盤に、働く人のモチベーション（面
白さ）を高める取り組みを進める。

●●

従業員と響きあう ダイバーシティ経営

目標達成： ●●●　目標達成70％以上： ●●　目標達成70％未満： ●
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サントリーが考えるサステナビリティ経営

サステナビリティ情報の掲載方針

サントリーグループサステナビリティサイト2019

■対象範囲

■発行

本サイトは、サントリーグループが企業理念に掲げる「人と自然と響きあう」の実現に向けて重点的に取り組んでいる活動やサントリーらし

い取り組みの情報を網羅的に掲載しています。

サステナビリティ関連データ集やグループ会社独自の取り組み、社会との対話などの情報も充実していますので、目的に応じて閲覧ください。

サントリーホールディングス（株）を含む国内・海外グループ会社300社

・環境データは、サントリーグループ売上高の9割を占める事業会社群が所有する国内生産26工場、海外生産61工場

・人事データは、サントリーホールディングス（株）、サントリー食品インターナショナル（株）と雇用契約を結ぶ社員を対象

2020年6月（次回は2021年6月発行予定）

データは2019年1月1日〜2019年12月31日の実績です。活動については、直近のものも含めます。

・GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」

・ISO26000（社会的責任に対する手引）

サントリーグループはWEBを通じて、サステナビリティのさまざまな取り組みをお伝えしています。

対象組織

対象期間

参考にしたガイドライン




